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動機：内圧動機：内圧

個別最適では不具合が減らない

SPLE( Software Product Line Engineering)を実践
すると、ハードも含めたPLEが必要

１．最近注目されるシステムエンジニアリング１．最近注目されるシステムエンジニアリング

ソフト設計

機械設計

電気設計

テストＯＫ！

テストＯＫ！

テストＯＫ！

システム

不具合！ 個別にテストＯＫでもシステム
レベルで問題が発生！

製品系列はソフトだけで決定
できない！
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動機：動機：外圧外圧

部品納入先の欧米企業がSysMLを要求する

機能安全規格ではシステムレベルの検討を要求さ
れる

１．最近注目されるシステムエンジニアリング１．最近注目されるシステムエンジニアリング

SysMLSysMLSysMLSysML

システムシステムシステムシステム開発開発開発開発

ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア
開発開発開発開発

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア
開発開発開発開発

IEC61508,ISO26262 etcIEC61508,ISO26262 etcIEC61508,ISO26262 etcIEC61508,ISO26262 etc…
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システムエンジニアリングとはシステムエンジニアリングとは

システムの全体像を分析して適確に捉えた上で、
複数の技術分野で分担できるよう、適切に切り分け
ること

電気設計電気設計

ソフトウェア設計ソフトウェア設計

機械設計機械設計

制御設計制御設計
システム

１．最近注目されるシステムエンジニアリング１．最近注目されるシステムエンジニアリング
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システムモデリングとはシステムモデリングとは

機械製図・電気製図で機械・電気の設計をするよう
に、製図によって、システム設計を実施すること

«requirement»

Id=㵱A.1"

Text=㵱CPLD㚟動の電శឝ示板を作成する㵱

«designConstraint»

Id=㵱B.1"

Text=㵱ᣢሽの電శឝ示板システムをᵹ用する㵱

«performanceRequirement»

Id=㵱C.1"

Text=㵱ห昷表示น能ᢥሼ数は䋸×16ドット

フ䉤ント䈪4ᢥሼ㵱

«deriveReqt»

d_SW:DIPスイッチ

ibd [block] CPU基板

cpuUnit：CPUユニット

com1:RS-232C

com2:Ethernet

com1:RS-232C
com2:Ethernet

dipSW:I/O

P:I/O

led_g:LED led_r:LED

LED_G:I/O

P:I/O P:I/O

LED_R:I/O

display:Matrix LEDユニットmatrixLED:I/O

control:I/O

others:未定義I/O

ソフト・機械・電機等の分野で共通に使えるモデリング言語が必要

SysMLの登場

１．最近注目されるシステムエンジニアリング１．最近注目されるシステムエンジニアリング
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標準化団体OMG (Object Management Group)が策定した、システム
エンジニアリングのためのグラフィカルな汎用モデリング言語。

今まで自然言語や独自の図で記述される事が多かったシステ
ム記述を、標準の記法で視覚的に表現できる。

機械製図や電気製図の規格同様、表記法の規格。
表記法を覚えたからと言って良い設計ができるわけではない。

UML

SysMLでは使用さ
れない部分

※) UML (Unified Modeling Language)は、
ソフトウェアをベースにしたシステムや
ビジネスプロセスのモデリングのための統
一モデリング言語で、ソフトウェア業界に
広く普及している。

SysMLSysMLSysMLSysMLは、ＵＭＬと比較してココココ
ンパクトンパクトンパクトンパクトな仕様になっており、
仕様を覚えやすい。

SysML

UMLからSysMLに
再利用された部分

SysML独自の
拡張部分

SysMLSysMLとはとは
１．最近注目されるシステムエンジニアリング１．最近注目されるシステムエンジニアリング
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いざ実践しようとすると・・・いざ実践しようとすると・・・
１．最近注目されるシステムエンジニアリング１．最近注目されるシステムエンジニアリング

利害関係者
要求定義

利害関係者
要求定義

要求分析要求分析

方式設計方式設計 結合結合

検証検証

移行移行

妥当性確認妥当性確認 運用運用

保守保守

処分処分

「「「「JIS X 0170(ISO/IEC 15288) 5.5 テクニカルプロセステクニカルプロセステクニカルプロセステクニカルプロセス」」」」よりよりよりより

運用者教育訓練運用者教育訓練

実装

SysML

ハードウェア製作ハードウェア製作

ソフトウェア作成ソフトウェア作成

機械製図・電気製図

ＵＭＬ
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いざ実践しようとすると・・・いざ実践しようとすると・・・
１．最近注目されるシステムエンジニアリング１．最近注目されるシステムエンジニアリング

利害関係者
要求定義

利害関係者
要求定義

要求分析要求分析

方式設計方式設計 結合結合

検証検証

移行移行

妥当性確認妥当性確認 運用運用

保守保守

処分処分

「「「「JIS X 0170(ISO/IEC 15288) 5.5 テクニカルプロセステクニカルプロセステクニカルプロセステクニカルプロセス」」」」よりよりよりより

運用者教育訓練運用者教育訓練

実装

実践する場が無い！
システムの全体像を俯瞰できる人がいない！

ハードウェア製作ハードウェア製作

ソフトウェア作成ソフトウェア作成

機械製図・電気製図

ＵＭＬ

工程工程工程工程がががが定義定義定義定義ささささ
れていないれていないれていないれていない

担当部署担当部署担当部署担当部署がががが
明確明確明確明確じゃないじゃないじゃないじゃない

誰誰誰誰がいつがいつがいつがいつシステムシステムシステムシステム
エンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング

をををを行行行行うのうのうのうの？？？？
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２．欧米と日本の考え方の違い２．欧米と日本の考え方の違い

欧米でのシステムエンジニアリング欧米でのシステムエンジニアリング

ドキュメントベース

システム開発プロセスで仕様をドキュメント化

ドキュメント内/間での整合性が確保できない

モデルベース＝MBSE

１つのモデルリポジトリを参照することにより、整合性
を確保

ドキュメント１
A>B

ドキュメント2
A=B

ドキュメント3
A<B

どれが
正しい？

モデルリポジトリ

A=B

担当部署やプロセスは決まっている
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日本でのシステムエンジニアリング日本でのシステムエンジニアリング

ブレインベース＝すり合わせ開発

ドキュメントはあるが、重要な情報は個人の頭の中

グレーゾーンは行間を読んですり合わせる

書いてない
けどここはこ
うしとくよ！

ありがとう、
それでいいよ！

ドキュメントの整
合性はあまり気に

ならない・・・

有識者の脳内情報を元に、すり合わせでシステム仕様を決定

担当部署もプ
ロセスも存在

しない・・・

欧米の手法をそのまま導入できない！

２．欧米と日本の考え方の違い２．欧米と日本の考え方の違い
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すり合わせ開発の特徴すり合わせ開発の特徴

日本のシステムエンジニアリングは元々アジャイル的

というより、アジャイルの方が日本の製造業の開発方式を起源としている

２．欧米と日本の考え方の違い２．欧米と日本の考え方の違い

すり合わせ開発

ブレインベース

テスト機を使って実機で技術検証

実機での知見が「仕様」になる

協力企業含めて「チーム」

アジャイル宣言

プロセスやツールよりも個人との相互作用

包括的なドキュメントよりも動くソフトウェア

計画に従うよりも変更に対応する

契約の駆け引きよりも顧客との協調
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すり合わせ開発の現状すり合わせ開発の現状

従来機種 後継機種

従来機種のシステム

エンジニアリング結果

後継機種のシステム

エンジニアリング結果

システムエンジニアリング結果は、システムエンジニアリング結果は、
そのまま使えばよい場合が多いそのまま使えばよい場合が多い

派生開発により
システムエンジニアリングの

必要性が低下

部品

部品

部品

部品

システム

システム

部品部品

部品部品 部品部品

部品部品

部品部品

部品

部
品

部
品

部
品

部
品

部
品

部
品

部
品部

品
部
品

派生開発で分業化が進み
エンジニア1人の担当範囲が

より狭く、より深く

システム全体を俯瞰できる人材の欠如

満足にすりあわせが出来ない！

３．従来型すり合わせ開発の課題３．従来型すり合わせ開発の課題
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その結果・・・その結果・・・

分野から独立したシステム検討ができていない

メカやエレキ部門がシステム検討も何となく担当

分野に依存した視点でシステム検討がされる

システムの“心”を共有できていない

暗黙の範囲（スコープ）や利害関係者が存在する

暗黙の目的が存在する

暗黙のアーキテクチャが存在する

機能展開と部品展開が分けられていない

機能の検討をしながら部品を検討している

方式を選択せず、既存の枠組みを踏襲してしまう

性能の検討が不十分

コンポーネントの性能はＯＫでもシステム全体で性能が出ない

３．従来型すり合わせ開発の課題３．従来型すり合わせ開発の課題
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<<requirement>>
利害関係者利害関係者利害関係者利害関係者１１１１要求要求要求要求

<<requirement>>
利害関係者利害関係者利害関係者利害関係者２２２２要求要求要求要求

<<requirement...
目的目的目的目的１１１１

<<requirement...
目的目的目的目的2222

<<requirement...
目的目的目的目的3333

<<requirement...
要求要求要求要求1111

<<requirement...
要求要求要求要求2222

<<requirement...
機能機能機能機能1111

<<requirement...
機能機能機能機能2222

<<requirement...
機能機能機能機能3333

<<refine>> <<refine>> <<refine>>

<<refine>> <<refine>> <<refine>>

目的

手段

<<block>>
FFFF

<<block>>
F1F1F1F1

<<block>>
F2F2F2F2

<<block>>
F3F3F3F3

<<block>>
F11F11F11F11

<<block>>
F12F12F12F12

<<block>>
F21F21F21F21

<<block>>
F22F22F22F22

<<block>>
F23F23F23F23

<<block>>
F31F31F31F31

<<block>>
G11G11G11G11

<<block>>
G12G12G12G12

<<block>>
G13G13G13G13

<<block>>
G21G21G21G21

<<block>>
G22G22G22G22

<<block>>
G1G1G1G1

<<block>>
G2G2G2G2

<<block>>
GGGG

<<allocate>>

<<allocate>>

<<allocate>>

<<allocate>><<allocate>>

<<allocate>>

<<allocate>>

<<allocate>>

アクションアクションアクションアクション１１１１１１１１
オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト１１１１１１１１

アクションアクションアクションアクション１２１２１２１２

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト２２２２２２２２
アクションアクションアクションアクション２１２１２１２１ アクションアクションアクションアクション22222222

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト１２１２１２１２

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト２１２１２１２１

アクションアクションアクションアクション３３３３

開始

状態状態状態状態１１１１

状態状態状態状態２２２２

状態状態状態状態3333

状態状態状態状態4444

履歴

開始

Clock :
Frequency

time : Time

bTime : Time

GClock :
Frequency

Width :
Resolution

Hight :
Resolution

 : MatrixLED

X : Resolution Y : Resolution fg : Frequency

tg : Time

tv : Time

tb : Time

 : RAM

t : Time
fc : Frequency

n : Countstate : Count

<<constraintBlock>>
RAMRAMRAMRAM

constraintsconstraintsconstraintsconstraints
{t = n/fc}

parametersparametersparametersparameters
fc : Frequency 
n : Count 
t : Time 

<<constraintBlock>>
MatrixLEDMatrixLEDMatrixLEDMatrixLED

const raintsconst raintsconst raintsconst raints
{tg = (2+X/2)fg*Y}
{tb = X*Y*tv/8}

parametersparametersparametersparameters
fg : Frequency 
tb : Time 
tg : Time 
tv : Time 
X : Resolution 
Y : Resolution 

アクターアクターアクターアクター１１１１

アクターアクターアクターアクター2222

ユースケースユースケースユースケースユースケース１１１１

ユースケースユースケースユースケースユースケース２２２２

ユースケースユースケースユースケースユースケース３３３３

システム

SysMLモデル

日本的システムエンジニアリングとは？日本的システムエンジニアリングとは？

今一度アジャイル的なシステム
エンジニアリングに取り組めば良いのでは？

行間を読んですり合わせるには、
システムの“心”を共有することが必要

アジャイルシステムエンジニアリング
＝モデルベースすり合わせ開発

個々人の脳内に蓄積されている暗黙知をモデルを用いて表出化し、共有する
「暗黙知」から「モデル」へ

４．アジャイルシステムエンジニアリング４．アジャイルシステムエンジニアリング
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システムエンジニアリングのスタイル例システムエンジニアリングのスタイル例

複数分野の暗黙知を表出化する

「何」を全体で協議し、「何」を分野別に検討するかが大事

モデルを活用

ソフト設計

機械設計

電気設計
協議協議

特定分野に依存しない領域の検討
分野毎の検討

検討結果をフィードバッグして洗練

必ずしも組織で
ある必要は無い

ソフト設計

機械設計

電気設計

４．アジャイルシステムエンジニアリング４．アジャイルシステムエンジニアリング

実施形態は各社各様。個別の取り組みが必要。
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モデルの使いどころモデルの使いどころ

ユースケース図を用いて範囲・利害関係者を共有する 要求図を用いて目的を共有する

振る舞い図を用いてアーキテクチャを共有する

モデルを用いてシステムの“心”を共有する

アクターアクターアクターアクター １１１１

アクターアクターアクターアクター 2222

ユースケースユースケースユースケースユースケース１１１１

ユースケースユースケースユースケースユースケース２２２２

ユースケースユースケースユースケースユースケース３３３３

システム

<<requirement>>
利害関係者利害関係者利害関係者利害関係者１１１１ 要求要求要求要求

<<requirement>>
利害関係者利害関係者利害関係者利害関係者２２２２ 要求要求要求要求

<<requirement...
目的目的目的目的１１１１

<<requirement...
目的目的目的目的2222

<<requirement...
目的目的目的目的3333

<<requirement...
要求要求要求要求1111

<<requirement...
要求要求要求要求2222

<<requirement...
機能機能機能機能1111

<<requirement...
機能機能機能機能2222

<<requirement...
機能機能機能機能3333

<<refine>> <<refine>> <<refine>>

<<refine>> <<refine>> <<refine>>

状態状態状態状態１１１１

状態状態状態状態２２２２

状態状態状態状態3333

状態状態状態状態4444

履歴

開始

アクションアクションアクションアクション １１１１１１１１
オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト１１１１１１１１

アクションアクションアクションアクション １２１２１２１２

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト２２２２２２２２
アクションアクションアクションアクション ２１２１２１２１ アクションアクションアクションアクション 22222222

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト１２１２１２１２

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト２１２１２１２１

アクションアクションアクションアクション ３３３３

開始

４．アジャイルシステムエンジニアリング４．アジャイルシステムエンジニアリング

以降のスライドで例を説明
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A.A.範囲・利害関係者を共有範囲・利害関係者を共有

RGB24階調フルカラー表示が可能な表示器が欲し
い。表示するグラフィックスは外部から入力可能と
する。

利用者利用者利用者利用者

グラフィックスグラフィックスグラフィックスグラフィックスをををを 入力入力入力入力するするするする

グラフィックスグラフィックスグラフィックスグラフィックスをををを 表示表示表示表示するするするする

システム

グラフィックスグラフィックスグラフィックスグラフィックスをををを 入力入力入力入力するするするする

グラフィックスグラフィックスグラフィックスグラフィックスをををを 表示表示表示表示するするするする

システム

管理者管理者管理者管理者

利用者利用者利用者利用者

利用者利用者利用者利用者

システム

入力入力入力入力されたされたされたされたグラフィックスグラフィックスグラフィックスグラフィックスをををを
表示表示表示表示するするするする

入力装置入力装置入力装置入力装置

表示装置表示装置表示装置表示装置

単純に思えても、人により解釈は様々

視覚化すると理解が深まる

４．アジャイルシステムエンジニアリング４．アジャイルシステムエンジニアリング
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B.B.目的を共有目的を共有

現在選択されている７セグ表示機の”.”を点灯、選択されて
いない７セグ表示器の”.”は消灯する。

プッシュスイッチ２を押すと選択されている７セグ表示機が
右→左に移動する。一番左端が選択されている場合は、一
番右になる。

プッシュスイッチ０を押すと、表示が0->1->....9->0と変化する。

プッシュスイッチ１を押すと、表示が9->8->....0->9と変化する。

表示の初期値は"0"

４．アジャイルシステムエンジニアリング４．アジャイルシステムエンジニアリング

２２２２ １１１１ ００００ ２２２２ １１１１ ００００ ２２２２ １１１１ ００００

意図が伝わっていなかった

実装実装実装実装：：：：移動前移動前移動前移動前のののの桁桁桁桁
のののの表示表示表示表示がががが消消消消えるえるえるえる

意図意図意図意図：：：：桁桁桁桁のののの表示表示表示表示だけだけだけだけ
がががが変変変変わるわるわるわる
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<<requirement...
７７７７セグセグセグセグ表示器表示器表示器表示器

<<requirement>>
表示器選択表示器選択表示器選択表示器選択

text = 選択されている表示器の"."の
み点灯する。
プッシュスイッチ２を押すと選択
されている表示器が右→左に移動
する。
一番左端が選択されている場合は
一番右になる

<<requirement>>
表示選択表示選択表示選択表示選択

text = プッシュスイッチ０を押すと、表
 示が0→1・・・と変化する。

 プッシュスイッチ１を押すと、
表示が9→8・・・と変化する。

<<requirement>>
数値入力数値入力数値入力数値入力するするするする 部品部品部品部品がががが欲欲欲欲しいしいしいしい

<<requirement>>
数値読数値読数値読数値読みみみみ取取取取りりりり

text = 現在の表示に対応した数値を得る

<<requirement>>
選択選択選択選択がががが変変変変わってもわってもわってもわっても表示器表示器表示器表示器

のののの値値値値はははは保持保持保持保持されるされるされるされる

<<refine>>

<<deriveReqt>>

B.B.目的を共有目的を共有
４．アジャイルシステムエンジニアリング４．アジャイルシステムエンジニアリング

<<requirement...
７７７７セグセグセグセグ表示器表示器表示器表示器

<<requirement>>
表示器選択表示器選択表示器選択表示器選択

text = 選択されている表示器の"."の
み点灯する。
プッシュスイッチ２を押すと選択
されている表示器が右→左に移動
する。
一番左端が選択されている場合は
一番右になる

<<requirement>>
表示選択表示選択表示選択表示選択

text = プッシュスイッチ０を押すと、表
 示が0→1・・・と変化する。

 プッシュスイッチ１を押すと、
表示が9→8・・・と変化する。

目的を考えずに作業をこなしている事が多い

目的を理解すれば行間が読める

目的目的目的目的

手段手段手段手段
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C.C.機能展開・部品展開機能展開・部品展開

F1

F2

F3

F

G11

G12

G13

G21

G22

G1

G2

G

目的機能

基本機能
個々の
部品

サブ
アセンブリ

製品

よく見る検討の仕方

機能を詳細化すると部品になっていく

方式の選択が行われず、既存の分野区分内での思考となる

４．アジャイルシステムエンジニアリング４．アジャイルシステムエンジニアリング
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C.C.機能展開・部品展開機能展開・部品展開

F11

F12

F21

F22

F23

F31

F1

F2

F3

F

G11

G12

G13

G21

G22

G1

G2

G

目的機能

基本機能 個別機能
個々の
部品

サブ
アセンブリ

製品

機能階層 製品（方式）構成

エンジニアリングシステム設計工学 1982.7.5 共立出版 より

基本的なシステムの考え方

部品は複数の候補から最適なものが選択される

４．アジャイルシステムエンジニアリング４．アジャイルシステムエンジニアリング
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C.C.機能展開・部品展開機能展開・部品展開

<<block>>
FFFF

<<block>>
F1F1F1F1

<<block>>
F2F2F2F2

<<block>>
F3F3F3F3

<<block>>
F11F11F11F11

<<block>>
F12F12F12F12

<<block>>
F21F21F21F21

<<block>>
F22F22F22F22

<<block>>
F23F23F23F23

<<block>>
F31F31F31F31

<<block>>
G11G11G11G11

<<block>>
G12G12G12G12

<<block>>
G13G13G13G13

<<block>>
G21G21G21G21

<<block>>
G22G22G22G22

<<block>>
G1G1G1G1

<<block>>
G2G2G2G2

<<block>>
GGGG

<<allocate>>

<<allocate>>

<<allocate>>

<<allocate>><<allocate>>

<<allocate>>

<<allocate>>

<<allocate>>

ブロック定義図を用いて同じ表現が出来る

SysMLで表現すると・・・

４．アジャイルシステムエンジニアリング４．アジャイルシステムエンジニアリング
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D.D.性能見積もり性能見積もり

Clock :
Frequency

time : Time

bTime : Time

GClock :
Frequency

Width :
Resolution

Hight :
Resolution

 : MatrixLED

X : Resolution Y : Resolution fg : Frequency

tg : Time

tv : Time

tb : Time

 : RAM

t : Time
fc : Frequency

n : Countstate : Count

<<constraintBlock>>
RAMRAMRAMRAM

cons t ra int scons t ra int scons t ra int scons t ra int s
{t = n/fc}

paramet ersparamet ersparamet ersparamet ers
fc : Frequency 
n : Count 
t : Time 

<<constraintBlock>>
Mat rix LEDMat rix LEDMat rix LEDMat rix LED

cons t ra int scons t ra int scons t ra int scons t ra int s
{tg = (2+X/2)fg*Y}
{tb = X*Y*tv/8}

pa ramet erspa ramet erspa ramet erspa ramet ers
fg : Frequency 
tb : Time 
tg : Time 
tv : Time 
X : Resolution 
Y : Resolution 

EAEAEAEAでもでもでもでもエディションエディションエディションエディションによってはによってはによってはによってはパラメトリックパラメトリックパラメトリックパラメトリック図図図図ののののシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションがががが可能可能可能可能

SysMLSysMLSysMLSysML自体自体自体自体ににににシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションのののの規定規定規定規定はないのではないのではないのではないので、、、、ツールツールツールツールにににに依存依存依存依存するするするする。。。。

４．アジャイルシステムエンジニアリング４．アジャイルシステムエンジニアリング
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E.E.トレードオフ分析トレードオフ分析

32160.3220

32160.1220

32160.01220

32160.3620

32160.1620

32160.01620

幅高さクロックウェイトクロック
CPU負荷

表示器RAM

EAEAEAEAににににInterCAXInterCAXInterCAXInterCAX社社社社ののののアドオンアドオンアドオンアドオンをををを追加追加追加追加するとするとするとすると、、、、ExcelExcelExcelExcelからからからからパラメトリックパラメトリックパラメトリックパラメトリック図図図図のののの
パラメータパラメータパラメータパラメータ組組組組みみみみ合合合合わせをわせをわせをわせを読読読読みみみみ込込込込みみみみ、、、、順次順次順次順次シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションしてしてしてして結果結果結果結果をををを
ExcelExcelExcelExcelにににに出力可能出力可能出力可能出力可能

10.8%32160.3220

3.6%32160.1220

0.4%32160.01220

32.5%32160.3620

10.8%32160.1620

1.1%32160.01620

幅高さクロックウェイトクロック
CPU負荷

表示器RAM

４．アジャイルシステムエンジニアリング４．アジャイルシステムエンジニアリング
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項目項目

１．最近注目されるシステムエンジニアリング

２．欧米と日本の考え方の違い

３．従来型すり合わせ開発の課題

４．アジャイルシステムエンジニアリング

５．まとめ
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まとめまとめ

アジャイルシステムエンジニアリングとは

暗黙知をモデルによって表出化させながら行う「すり合わせシ
ステム開発」

元々アジャイルな日本のシステムエンジニアリングを補強する
ためにモデリングを活用する

そのこころは

分野から独立してシステム検討を行う

既存の分野区分の壁を打破

モデルを活用してシステムの“心”を共有する

ユースケース図を活用して範囲・利害関係者を共有

要求図を活用して目的を共有

機能と部品を分けて検討する

複数の選択肢を用意し、状況に応じて選択

５．まとめ５．まとめ



32Copyright(C) 2012 OGIS-RI Co., Ltd. All rights reserved. Version 1.00

弊社「システムモデリング」教育コースマップ弊社「システムモデリング」教育コースマップ

理論理論

利害関係者
要求定義

利害関係者
要求定義 要求分析要求分析 方式設計方式設計 実装実装

実践実践

SysML
入門

SysML
入門

SysMLによるシステムモデリング入門
（1日コース）

SysMLによるシステムモデリング実践
（2日コース）

システムモデリング
設計・実装
（3日コース）

※提供予定

■ SysMLのダイアグラムが理解できる
■ システムモデリングの各工程と

SysMLのダイアグラムとの対応が
理解できる

■ SysMLを活用してシステム
の要求・振る舞い・構造・
制約が記述できる



33Copyright(C) 2012 OGIS-RI Co., Ltd. All rights reserved. Version 1.00

End


